歴史地震研究会2009年度第3回幹事会　議事録

　2010年4月1日　於：地震予知総合研究振興会会議室　16:00～18:50
　出席者：北原・武村・諸井・松浦・林・西山・中村・小松原

　

1) 会誌編集の状況（編集幹事）
論文・報告を10編掲載予定（8編査読済み・著者に修正依頼中，1編査読中，1編無査読で報告として掲載予定）

大津大会の公開フォーラムについて，小松原が簡単な報告をまとめ，幹事に意見を求める．
以上をまとめて，5月中には印刷に回すことができる見込み．
2) 論文のWeb上の公開について
会員の所属する大学より，大学のHP上で歴史地震に掲載された論文を公開できないかという希望が出されていることについて，対応を議論した．

最新号についてはHP上の掲載を断るが，最新号以前のものについては歴史地震研究会のHPにリンクをはって掲載するように要請することになった．
3) 2010年東京大会について
3-1)連絡体制：行事委員全員(佐竹・西山・石辺)をcmushaメンバーに含め，連絡を徹底する．今後，会員や外部との連絡には行事委員全員に届くメーリングリストを活用することに．

3-2)行事日程：行事委員会作成の日程案について再検討した． 

行事委員会作成の当初案は9/10午後シンポジウムと懇親会・9/11研究発表会と総会・9/12午前研究発表会，午後見学会であったが，

シンポジウムの日時は講師の予定を確認した上で決めることに．連絡役は北原会長．4月前半には日程が明らかになる予定．なお，シンポジウムを当初案通りに9日午後に開催するなら当日午前に研究発表会を入れる．
3-3)シンポジウム「描かれた江戸・撮された東京」の内容について：

歴史地震研究会会員を主対象として，江戸時代後期～戦後の江戸・東京の変遷に関するシンポジウムを開く．講師・内容は以下の通り． 

小沢弘講師(江戸東京博物館)：近世後期に描かれた江戸

佐藤洋一講師(早稲田大学)：GHQ撮影の東京

北原糸子講師(立命館大学)：前2者をつなぐ形で関東地震前後の東京

司会は武村副会長．
3-4)震災復興記念館見学会について
慰霊堂では9月1日に慰霊祭を行うが，今年は12日まで公開の予定．慰霊堂に収蔵されている絵巻や模型を補修して展示することに．
見学会への参加は非会員でも可とする．ただし，全員事前に申し込みの上，名札を付けて参観すること．

3-5)参加費について：
研究発表会・シンポジウム・見学会一括で参加費を会員1000円，非会員2000円とする．

懇親会参加費は4000円程度を予定．

3-6)開催形式：

関東大震災資料調査会・東京大学地震研究所・地震学会に対して後援名義使用許可を申請する．

3-7)参加申し込み：
HPおよび地震学会NL原稿と会員向け葉書原稿を行事委員が作成し，前者は広報委員に，葉書原稿は財政委員に送ること．期限は4/9.

シンポジウムについてはシンポジウムのタイトルと講師名を記載する．
5月末日に講演申し込み締め切り
7月末日に懇親会・予稿集原稿など締め切り(見学会申し込みについては議論しなかった)

3-8)そのほか：

シンポジウム・見学会の大々的な広報は6月9日締め切りとする．

シンポジウムのビラは武村副会長が作成

4）入退会者

石井寿さん・小林武彦さん・木股文明さんの入会を全会一致で承認

5) mushaによる情報提供について意見交換をした。
6) 3/31防災関連学会連携体シンポジウムについて

・地域安全学会・日本自然災害学会・地震工学会・地震学会・土木学会・地盤工学会が参加してシンポジウムを開催，武村副会長が地震学会から参加．
7）次回幹事会日程
次回の幹事会は6月3日(木曜)16：00～地震予知総合研究振興会にて開催
